
9月11日 9月12日 団体名

● ● 田村市

● 川俣町

● ● 広野町

● ● 楢葉町

● 富岡町

● ● 大熊町

● 双葉町

● 浪江町

● ● ふくしま12市町村移住支援センター

● ● 福島県社会福祉協議会

参加者へのメッセージ

移住後のお住まいやお仕事など色々迷われている方、少しでもご興味のある方、まずはお気軽にご参加ください！
田村市の日常や魅力、お仕事情報を話します！
皆さんとお話しできることを楽しみにしております。

豊かな里山と清流に囲まれながらも、街の便利さもあわせ持っている川俣町で、「ちょうどいい田舎暮らし」の
夢を叶えてみませんか？
住まいや仕事の相談なども受け付けておりますので、お気軽にご参加ください。

出展団体一覧

広野町は温暖な気候で住みやすい町になります。海、山、川がある自然豊かな環境な上、広野駅周辺に役場、
医療機関、教育機関、スーパーが集積したコンパクトタウンです。また、広野工業団地には大手企業も立地しています。
生活、就労先として広野町を選んでいただければ嬉しいです！

どんな仕事があるの？住宅事情は？育児はしやすい？買い物の利便性は？
楢葉の暮らしをイメージできる幅広い相談を承ります。移住者でもある担当者職員の、移住者だからこそ共有できる
生の声もお届けします！
「いきなり移住はハードルが高い...」とお考えの方も、ぜひお立ち寄りください。
まずは楢葉町の魅力を知っていただけるよう、旬の情報を発信いたします。

震災前1万人だった人口が、現在は1千人となっている大熊町。2019年に役場が新設され町民が戻りはじめ、
2022年に町の中心部の避難指示が解除され、2023年に義務教育学校が開校になりました。2024年には
JR大野駅西口の開発が完了し、工業団地、産業団地の整備も進んでいます。
1からのまちづくりが今まさに行われている大熊町で、新しいチャレンジをしていただける方をお待ちしております！

・双葉町は震災と原発事故から１１年以上を経て、避難指示が最期に解除された町です。
・令和６年（2024年）７月時点で１３０人程度の方が双葉町で生活しています。
・産業復興拠点となっている双葉町中野地区には、東日本大震災伝承館や産業交流センターがあり、多くの事業者さまが
　集まりつつあります。
・町の復興を加速していくためには、まだまだ、たくさんの人の力が必要です。ご興味のある方は是非、双葉町を見て知って
　訪れてください。

県外から福島県相双地域等に就職を希望する方はもちろん、県内で福祉・介護の仕事に就きたい方や
ちょっと興味があるという方でもぜひご相談ください。
福祉の仕事を目指す方と人材を求める施設・事業所の架け橋となって、就職までサポートします。

自分に合った地域探しの仕方や、移住を進めていくステップの中で活用できる窓口や支援制度など、
あなたのお悩みや疑問点に合わせて相談することができます。
ふくしま12市町村移住支援センターでは、要望を伺い、適切な相談窓口へのご案内などもしていますので、
お気軽にお問い合わせください。

移住に関して丁寧にサポートします。
一緒に移住まで歩んでいきましょう。

復興や地域課題の解決に対する意欲の高い人材・起業家の呼び込みを促進させ、新しい風が吹くまちに「シンカ」することを
目指しています。地域おこし協力隊も募集しています。
わからないことがありましたら、いつでも相談してください。
　浪江町の日常生活をご覧ください。（動画）
　活動と休日～浪江町地域おこし協力隊～https://youtu.be/xYv_D1-bseo


